【タイトル】
所属：　氏名：
【はじめに】
　報告の目的に沿って論点を絞り，報告内容の要旨（アウトライン）を示して下さい．具体的には,どのような対象者に,どのような立場で，どのくらいの期間関わって，どのような結果に至ったのかを押さえて記述して下さい．支援が長期にわたる報告の場合はある一定期間に限定して報告する.また，種々の課題に支援した場合は，標的問題（優先順位の高い課題）を中心に報告して下さい.
【事例紹介】一般情報シート,社会資源情報シート参照
　※一般情報シートや社会資源情報シートを使用せずに発表される場合は,2つのシートの内容をこちらに記載して下さい.
　年齢，疾患名，既往歴，現病歴，MTDLP の対象となるまでの経緯，社会的背景など，対象者の包括ケア方針に関連する個人因子と環境因子について述べて下さい.特に，対象者の作業歴を記載して下さい.具体的には,年齢・性別，要介護度などの制度上の認定情報,主疾患名・現病歴・既往歴などの医療的な情報に加え,家族・住まいなどに関する情報（○人暮らし・マンション○Fなど）,生活歴,作業歴,本人が大事にしていた作業などです．また，今回のMTDLP介入前に利用していたサービス状況（可能であれば利用目的も記述）といったMTDLP介入のために必要な社会的情報を概括し，MTDLPの対象となるまでの経緯を端的に記述して下さい.
【作業療法評価】マネジメントシート参照
　マネジメントシートの生活行為アセスメントの内容を要約し記述して下さい．生活行為の目標，検査測定などの評価内容，心身機能・構造，活動と参加，環境因子，予後予測，合意した目標（合意までのプロセス），自己評価などについて文章で記述して下さい．
【作業療法実施計画】課題分析シート,マネジメントシート参照
マネジメントシートの生活行為向上プランの部分を整理して，要点を文章で記述して下さい．基本的プログラ
ム，応用的プログラム，社会適応プログラムに分けて，それぞれが何を目的としたプログラムであるか，プログ
ラムのつながりや多職種連携の介入プランを具体的に記述して下さい．いつ・どこで・誰が・何を・どれくらい
行うのか，というマネジメントの視点を要所に入れながら実施計画（計画の段階の視点で）を記述します
【介入経過】
　「どのような支援（介入）経過においてどのような効果が出たのか」を的確に記述することです．経過が長い，あるいは支援項目が多い場合は，期間をいくつかの「期」に分けて整理するなど，伝わりやすい書き方の工夫をして下さい.
【結果】生活行為マネジメントシート・生活行為課題分析シート参照
介入によってもたらされた変化（結果）を記述します．目標が達成されたか，主に，介入によって得られた評価指標（数値）や自己評価の数値の変化と本人のコメントなどを記載して下さい． 
【考察】
対象者の変化に関する解釈を記述して下さい．今回実践したMTDLPは，対象者の標的問題（生活行為に影響する課題）や生活にどのような変化（効果）をもたらしたのか，あるいはもたらさなかったのか,これらはどのような理由によるものかなどを,利用した評価指標の変化との関連から考察して下さい.


☆事例検討会必須資料
①生活行為向上マネジメントシート
②生活行為課題分析シート
③発表用レジュメ（１～２枚）

☆MTDLP実施に当たり日本作業療法士協会ホームページの「会員向け情報」より各種ダウンロードに上記①、②のシート、県士会ホームページ生活行為向上マネジメント推進委員会ページ内より各シートのダウンロード・印刷できます。
☆事例登録バナーより一般情報シート、社会資源シート、ICFコードが印刷でき、他の事例の閲覧もできます。
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